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幸せのない人生（ヨハネ3：1-7）
　昨日、教会の青少年、青年のスタッフとも言える人々に少しだけお話しする中で、自分が若い頃にあまりにもさまよい続けていた結果、病気を患うようになったという話をしました。その病気は結核という病気です。最初、その病気は風邪のような症状が現れます。咳が出て風邪かなと思ったりします。しかし、風邪薬を処方してもまったく治りません。なぜかというと、症状は似ていても本当のところを見ると風邪ではなく、肺の結核という病気だったからです。似ているかのように見えていても本当の姿、本当のことは全く違うということが、私たちの人生にもあるということです。ですから、クリスチャンの私たちがこれから人々と人生を見るときに、そのような感覚を持って見ていくようにしていただきたいと、またそうしないといけないのではないかと思います。そうなれば皆さんは神様と通じるようになるし、必ず成功者の座、サミットの座に立つようになると信じていただきたいと願います。

　一見、成功者のように見える人がいます。しかし、本当は幸せではありません。立派な人、誰もが認める人がいます。しかし、立派な人ですが、だからといって幸せなのかと言いますとそうではないのです。でも、今まで私たちはあの人は立派な人で成功者で、また性格的にもよい人で礼儀正しいよい子と言われる人であれば幸せであろうと勝手に思っています。そこを2015年は、皆さんひとりひとりの内側から変えるようにしていただきたいと思います。

　今日の聖書を見ると、その成功者の代表格に当たるニコデモという人が紹介されています。ニコデモは1節に書いてあるように、ユダヤ人であって、ユダヤ人は今もそうですがものすごいプライドを持って私たちだけが神様に選ばれている選民だという意識を持っています。その中でも「指導者であって」と書いてあります。社会的に指導者の立場に立っている、いわば成功者の一人です。そして、その熱心、宗教的な努力というものは、普通の人とはまったく違うパリサイ人、パリサイ派に属している人です。何をどうとらえても成功者と言うしかないものです。しかし、このニコデモに幸せは全くありませんでした。ある意味、自分も理解できない、その成功というもので埋めることのできない穴が自分の中にぽっかり空いていたので、あえて危険を覚悟して夜にこっそりイエス様のところに訪ねて来られたのです。それでイエス様とお話をするときもものすごく礼儀正しいです。「私はこういう問題を抱えています」という前に、あるいは「本当は今ものすごく危ないのですが、私は危険を覚悟してここまで来ました」という話をするのではなく、あなたは神から来られた預言者に間違いありません。神様がともにおられることでなければ、あなたが行っているようなしるしは現れることはないでしょうときちんとした挨拶から始めます。礼儀正しい人なのです。礼儀正しいことは悪いことではありません。この社会を生きていくうちに、また人間関係において必要なことであるに間違いありません。けれども、クリスチャンの私たちが吟味して考えないといけないのは、だからといってその礼儀正しさの中に幸せがあるかと思うとそうではないのです。こんなにも小さいときからこんな家庭教育に恵まれて、礼儀正しい人間に育ったにもかかわらず幸せでなかったので、イエス様のところに訪ねてきたのではないでしょうか。ぽっかりと空いている穴を成功、礼儀、または人格なので埋めようとしても埋められなかったので、当時、異端と言われていたイエス様のところに訪ねてくるようになったのです。これが人々の姿であり、また人生の在り方そのものです。成功者はいます。しかし、その成功者は実は人々には言えない、隠れている問題、悩みを抱えて悩んでいるのです。ここを私たちは2015年しっかりと見つめていかないといけません。勉強があるから、学歴があるから、知識を積んでいるからその人が幸せになるかと言いますとそうではありません。そういうことにこれからだまされないようにしてください。何回も申し上げていますように、それがいらないとか幼稚な話ではありません。しかし、そのように成功者と思われ、また言われている人、ときには自分自身もそのように思っている人は、実はその成功では抑えられない、隠れている悩みを抱えて今苦労しているということをぜひ見てください。私たちは豊かになれば、多くのものを所有すればその穴が埋められて幸せになると思うのですがそうではありません。どんなに豊かになっても、その豊かさがその人のぽっかりと空いている不幸という穴を埋めることはできません。社会的な地位があるからと言って、名誉を手に入れたからといってその人が幸せになるわけではありません。皆のあこがれの的になっているかもしれませんが、実はうらやましいなと持っている人がまったく知らない、隠れている悩みを皆抱えているのです。それが人間です。特に、その成功者の特徴は、人間は皆同じなのですが、よりそれが強いのですがイエス様との会話の中で私たちが読み取れるように、肉的な知識は豊富でものすごく優れているのですが、霊的なことに対してはまったく無知であり0です。それが勉強をしている人、社会的に高い地位に座っている者、成功者の特徴です。霊的な知識がないまま、霊的なことがまったく分かっていないのに、その穴が埋められるのでしょうか。幸せがその人のものになれるのでしょうか。そうではありません。皆さん、これから神様の目で人々、皆さんの周り、この世を見ていかないといけないのですが、神様の目で見ると成功という包装紙をかぶっているのですが、裏には隠れている悩みを持っているのです。そこをこれから見ていかないといけません。

　今月26日から長崎の方でそうかい牧師のキャンプが予定されています。この間の予備キャンプの時に、いろいろな県がある中で、なぜ1月に長崎をキャンプすることにしたのか聞きました。くじ引きをしたのかと聞くとそうではないようです。長崎をキャンプ地として誰かが提案し、それで皆がOKしたきっかけ、理由というのは、長崎の方で女子高生が父親を殺そうとしたり、友人を残忍な方法で殺したニュースがありましたよね。長崎市ではなく、そこを訪ねてみると佐世保というところでした。その記事をインターネットを通してすぐに調べて、隣からその内容を教えてもらったのですが、父親が寝ているときに野球バットで父親の頭を殴って大けがをさせたので隔離させていました。1回、そういうことがあったようです。しかし、その父親が誰なのかというと弁護士で、母親は教育委員を務めたり、とにかく社会的に偉い立場の人で、皆に尊敬されているような人でした。その両親がどれほど性格的に悪かったのか分かりませんが、ものすごくエリートの家庭でした。彼女も音楽の素質があるし、頭も切れていて成績もよかったそうです。周りから見ると、父親を見て、母親を見て、成功したのだな、エリートなのだなと思うでしょう。それは別に悪くありません。しかし、そのお父さん、お母さんは人々には言えない、裏に隠している悩みを抱えて人生を生きていました。最後は悲惨な形で人生の幕を閉じるようになりました。これが実はこの世というところです。成功者は幸せだろう。これほどの勘違いはありません。これからしっかりと見ていてください。

聖書にもそのようなことはいくらでもあるし、その代表的な実例が何かというと、旧約聖書を見るとナアマン将軍という人が登場します。王様が認める立派な将軍で、国民から尊敬されている将軍でした。しかし、家に帰ってその立派なよろいを脱ぐと、体全体がらい病を患っていました。不治の病です。成功というものがその人の人生の不幸を払しょくさせ消すことができるものではありません。逆に、成功者はより精神的に追い詰められます。周りからワーワーとうらやましがられているのに、実は本人は幸せではないのです。この間、柳先生も言いました。お釈迦様という人は、たぶん地獄でものすごく苦しい思いをしているのではないかと。自分は答えがありません。自分も苦しくて穴がぽっかり空いていてこれはなんでだろうか。１０８の悩みを抱えて、人間はなぜ悩みの中を歩いているのか。どうすればそれが埋められるのかということを悩んで外の世界に出ていき転々とし、また何かの木の下で修業などをしていたのですが、結局は答えを得られませんでした。それなのに周りの人たちが、お釈迦様、立派な人、何か通じたい人ではないのかと思ってお願いしたり、勝手に作り出していました。実はお釈迦様本人も隠れている悩みを抱えて、その答えを求めつつ、結局は得られていないまま死んでいくようになったのに人々はそこに何かあるかのように思っています。成功者はどんな形の成功であれ、隠れている悩みを抱えて苦しんでいるということを覚えてください。「いや、でもある家庭、ある人を見ると、本当に今順調ですよ」と見える、また実際にそのような人がいるかもしれません。だからといって、そこに幸せがあるかというとそうではなくて、時間の問題です。間違いありません。成功者は成功者なりに、成功していない人にはわからない、隠れている悩みを抱えて苦しんでいるということを、ぜひこれから見ていかないといけません。
それから、このニコデモの次に聖書に出ている人がいます。今日は3人の人を紹介して、幸せのない人生が一体どんなものなのかということをしっかりと見ていきたいと思います。そこにはご存知のように、サマリヤの女の人が登場します。この女の人は皆さんご存知のように5回結婚して幸せを求めて、求めて、しかし、繰り返して失敗し、最後の6度目は入籍しないまま同居している状態でした。完璧に失敗している、誰が見ても失敗の人生です。人々は成功者でなければ、このように目に見える形で完全に壊れて崩れて失敗して苦労しています。この失敗者の特徴が何かというと、周りから物理的に、あるいは感情的にでもいろんな形がありますが断絶してしまいます。自分で隔離させます。その結果、孤独の中で嘆いていくしかありません。これが失敗者の姿です。世の中の人は目に見える成功の形がなければ、また、このように自分では努力してもどんなに頑張ってもそれでは直せない失敗に捕らわれて人生を生きていくようになります。この女性のように、何回かトライしたにもかかわらず、その度その度ねじ曲がります。これが失敗です。ときには予想だにしていなかったトラブルに巻き込まれることによって崩れて壊れて失敗する場合もあります。世の中にはこのように誰が見ても失敗していると思うしかない人生を歩いている人もいます。幸せはありません。幸せを求めて繰り返し、繰り返し頑張っても、その頑張りの中に幸せは得られません。特に、家庭が崩壊して行くという失敗。今は普通に思われていますが、夫婦同士で普通かもしれませんがその子孫たちには普通ではありません。また、それが普通に思われてそれがそのまま生かされていくと、これが大変なことになります。皆幸せになるために選んで、選んでお見合いをしたりして結婚をします。しかし、その幸せを求めていた家庭が崩壊して行くようになります。これこそが失敗ではないでしょうか。

私たちが人生を生きていく中で、人に裏切られるという失敗があります。一番身近な人に、一番信頼を置いていた人に裏切られる場合もあるし、社会から国から裏切られる場合もあるし、その裏切られるという失敗もあります。それから、人間の意図とは全く関係なく、自然災害や戦争などの災いによって、人生そのものが失敗しすべてが壊れて崩れていくようになる場合もあります。自分はある意味、そんなに年をとってから感じたことではありませんが、若い頃、小さい頃から本当により良い人になるために頑張っていろんなことをやりました。しかし、それにもかかわらず、その度ねじ曲がるようになり、最終的にはもうこれ以上、生きていけないのではないかと思うくらい精神的に追い詰められ、追い込まれるという経験をしたことがあります。このような失敗、突然、襲いかかる失敗、また繰り返して、繰り返して、トライしてもその度、その度これがだめになるというような失敗があります。その結果、周りに対して恥ずかしい思いもあるし、信用できないという不安感もあるので、周りとの壁を作ります。付き合いをしていても社会生活をしていても感情的にはそのようにしていたり、あるいは物理的に完全に人との関係を断って閉じこもってしまう場合もあります。これが失敗者というものです。世の中は今、このような失敗によって幸せではありません。なぜこんなに努力して頑張るのに、そして、自分の意図と関係なく襲いかかる災いなどがあるのでしょうか。そのようなことを質問しながら考えなければなりません。

それから、もう一人聖書に登場する人物を紹介しましょう。その次の聖書にあります。38年間、同じ病気を治らないままずっと患い続けている人が登場します。つまり、人々は自分の力ではどうにもならない病を患い、単なる病だけではなくて、越えられない大きな壁にぶつかって、そこで苦しんで結局は絶望の淵を歩くようになります。無気力になり、判断もすべてこんがらがってしまうようになるし、それから希望など全く持てないまま絶望の中を歩くようになります。それが38年間、同じ病気を患っていた人がどこか池の側に来て、そこに天使が降りて来てかき回す時に、一番先に入るものはいやされるということだけをわらにもすがる思いで待っているのに、それもままならないということで完璧にダウンしている姿です。人々は本当は自分でどうにもならない病によって幸せはありません。大きな越えられない壁にぶつかって、そこでため息をしながら絶望の中を生きているので、そのことのゆえに幸せなどはありません。ある人は生まれつき先天的な障害を抱えて、それが越えられない壁になっています。ときには正常だったのに何かの事故によって障害を抱えるようになる場合もあるし、今もどこかの国にはあるかもしれませんが、昔は奴隷の制度があって、生まれてみたらもう奴隷なのです。それは越えられません。運命とも言えるものではないでしょうか。そのようなものに捕らわれています。しかし、今は奴隷はないのでしょうか。社会制度による奴隷はないかもしれませんが、何かに依存したり中毒になっていたり、そして、何かに執着してどうしてもそこから自由にならないということがひとりひとりあまりにも多いのではないでしょうか。それが越えられない大きな壁であり、そのすべてを合わせて実は病と言えるものではないでしょうか。人々はこのような自分では越えられない、ある意味、自分の意志とは関係なく捕らわれてしまって身動きが取れないような状態、精神そのものがコントロールできない状態などまで追い込まれることによって、苦しみ、また絶望のため息をするしかないわけです。多くの人が自分の何かでは越えられない壁にぶつかって絶望の中を歩いています。
この間、ノーベル平和賞を貰った少女がいましたね。もちろん立派だと思いますが、その少女がそのようになった理由が、イスラムの国全部がそうではないけれども、イスラム圏の社会制度そのものが女性はそれ以上になれない、越えられない壁というものがありました。それをぶつけてどうにかしようとして結局、銃で撃たれることになり、奇跡的に助かって全世界に女性の人権やいろいろなことを訴えて、ノーベル平和賞を受賞することになりました。そのような社会的な制度そのものが、自分が作ったわけでもないし、それに関わったわけでもないのに、もうすでにできてしまっているので越えられない壁になってその中をくぐりながら皆、不幸な人生を歩くようになります。

他にも聖書にはこのような証拠だらけですが、今日は特に神様の目でこの世を見るということが、私たちの課題、これからの神様の答えですので、その目線で聖書の3人の人物を取り上げて今日、お話をさせていただきました。と言いますのは、このようなことを見ていて私たちは「なるほど」と心から納得して自分の内側に刻み込まなければなりません。どんな人間もどのような人生であっても幸せではありません。幸せはありません。ここにはあり、あそこにはないと思いますがそうではありません。言葉を変えますと、誰でも、社会的に成功者と認められる人でも、あの人は完璧に失敗してすべてが崩れた、あの人はもう越えられない山や壁にぶつかって絶望の人生を歩いているのだね。でも、どんな人間でもまことの幸せが必要であるということを結論付けなければいけません。本当の幸せが必要です。不幸という大きな穴が開いているのですが、そこを埋められる本物の幸せ、成功でも礼儀でも埋められない。そこが埋められないと、結局は崩れて崩壊して越えられない壁にぶつかって結局は奴隷になるしかありません。
今回、皆さんの祈りや献金にも支えられて、東老会の牧師先生方、牧師夫人の方々が、本当に穏やかに温かい雰囲気の中で集中訓練を受けることができました。この場を借りてお礼を申し上げたいと思うし、先生方も皆さんに感謝しますと伝えてほしいと言われました。そこでも言われたメッセージの中で大切な部分が、私たちは知らず知らずこのまことの幸せがないまま、穴がぽっかり空いていてそこを違うもので埋めようとしてそうではなかったという傷を皆抱えて歩いています。クリスチャンになってからもその傷に気づいてそこから自由にならないと、結局はその所に戻っていくようになります。せっかくこれから挑戦できる存在につくり変えられているのにという話がありました。つまり、これが聖書が言いたいことです。これが神様が人々やこの世を見たときの神様の答えです。私たちがどのように見るかそれは全部忘れてください。神様が見たときには成功者もかわいそうです。ぽっかりと不幸という穴が開いていることには間違いなく同じです。あのニコデモも肉的なことしか分からない。ノーベル賞を受賞したからといって、ピカソのような美術の天才であっても、天才的な技能を持っているアスリートであっても、ミュージシャンであっても、全部、肉的なことに優れているだけであって霊的な部分においては０です。不幸の穴は埋められません。神様が見たときにはそのように見えます。ビル・ゲイツをご覧になったときにもそのように見えます。皆さんが務めている会社の社長を見るときにも、国会の国会議員や議長を見たときにも、神様にはそのように見えます。隠れている、また隠している悩みを抱えてどうしようもありません。
それから、目に見えるようにぐじゃぐじゃに壊れて崩れている者、ある意味、そちらの方が正常かもしれません。どうにもならない壁にぶつかって、そして、それが宿命だとあきらめ絶望の中を死ねないので生きていくような、奴隷の状態で捕らわれて生きていく人がたくさんいます。幸せではありません。誰でもまことの幸せが必要であり、それを追い求めているということを見ていないといけません。だから、ニコデモ、サマリヤの女の人、38年間、病気を抱えて患っている人は、実は本当の幸せが欲しい、本当の幸せが私には必要だ、しかし、それが何であるのか、どこにあるのか、どうすれば手に入れられるのか全く分かりませんという叫び声を聞かないといけません。神様が見たときにはそのように見えます。なぜこの礼儀の中にも成功の中にも幸せはないのでしょうか。なぜ人々はどうにもならない宿命と思うしかない奴隷の状態になってアップアップしているのでしょうか。なぜ繰り返しねじ曲がって失敗し思いどおりに行かないし、また崩壊して壊れていくようになるのでしょうか。頑張るにもかかわらず、求めているにも、願うにもかかわらず。その理由は、霊的な問題です。それが創世記章のアダムとエバから始まって、どうにもならないまことのいのちの主、創造の神様を裏切り、その神様から離れていのちが断絶され、その結果、目に見えない暗やみの世界を支配している、人々を滅ぼそうとしている悪魔、サタンにその人生が捕らわれて、罪とのろいから逃れることができない、この状態を解消することができないがゆえに人生がこのようになるしかありません。つまり、彼らが求めているまことの幸せ、そういう人々に本当に必要なまことの幸せの鍵はキリストだけです。神様と出会うまことの預言者であるキリスト、このすべてをしかけて人々を滅ぼそうとしている、人々を奴隷としてとらえている、悪魔の頭を踏み砕いて勝利されたまことの王であるキリスト、彼らを本当にかわいそうに思って、彼らのすべての災いとのろいと苦しみと不幸全部を無くして、彼らを抱きか抱える祭司であるキリストが必要です。キリストしかいらっしゃいません。イエスがそのキリストです。
これが私たちが少しだけ見ていても人々をふるい分けて考えていても結論です。本当のことがしっかり見られれば、神の目で隠れている本当のことが正しく見られるようになれば、病気が問題ではなく、宿命的に捕らわれている滅びののろいの問題であり、絶望の問題なのです。それらが正しく見られるようになれば「なるほど。だからキリストが来られたのだね。キリストこそがまことの幸せの鍵なのだね」と分かります。言葉を変えますと、このような人々のこういう状態はキリストと出会うためのチャンスであり、キリストの方に行ける、キリストを求める機会です。キリストの他にはぽっかりと空いている不幸の穴を埋めることができる者はありません。自分で努力して目標を達成したからと言って、それで幸せを埋められるかというと勘違いです。それで幸せになった人は見たことがありません。皆さん、そういう意味で正直に考えてみましょう。2部の礼拝が「正直者」というタイトルです。テレビなどを見ると感動して、私でも涙がポロポロでるようなドキュメンタリーがいっぱいあります。何かの事故によって障害者になり、最初は絶望し自殺を図ったりしたが、何かがきっかけになり克服し、明るくなって今はオリンピックの選手として頑張っているとか、そのような話が特に年末年始にはいっぱいあります。24時間テレビのときにもいっぱいあります。別に悪く言うつもりはありません。でも、皆さんは冷静に考えないといけません。そのようなことによって絶望の中に落ちこぼれている人がだめでしょうか。あるいはそれを克服ししっかり自分の人生を頑張って生きて、他の人にも希望を与えるような人生を歩く人の方が正常なのでしょうか。どちらなのでしょうか。私たちはテレビなどを見ながら、自分でもついついだまされがちですが、それを克服しため息ばかりつかないで社会に貢献するような人に変わった、障害を克服し、何かを克服する方が良いと思うかもしれません。でも、神様の目から見たときには、どちらも同じです。問題はそれを人間的に克服したかどうかが問題ではありません。逆に克服したからこそ、本物の希望、本物の幸せ、キリストに見向きもしません。そのような意味では、絶望の中にいる方がよいかもしれません。健康な人が正常でしょうか。病気の人が正常でしょうか。精神的にきれてる人が正常でしょうか、あるいは患って精神的におかしくなる人が正常でしょうか。霊的に見るとおかしい人間の方が正常ではないでしょうか。神から離れて悪魔に支配されているのに、元気に生きるということの方が本当はおかしくないでしょうか。だからといってよい、正解という意味ではありません。問題は本物の唯一の鍵であるキリストに出会うのが、キリストを求めるかどうかが鍵です。そういう意味では克服した者はキリストを求める方向に行きません。だから、それは不幸だと思います。それ自体が問題ではなくて、克服して、あるいはキリストを求めてキリストによって克服できたというのが最高です。ポイントはキリストです。キリストしか本物の幸せはありません。勘違いしないでください。これからテレビなどを見ながら、一緒に感動して涙を流したりしないでください。かわいそうだ。また一人の人生がだまされている。キリストを求めるチャンスが克服に奪われてしまう。落ちこぼれて倒れている人を見て、こちらの人間の方に逆にチャンスがある。でも、溺れていて、それでもキリストを拒否すれば皆同じですが、でも、その人には逆にチャンスがあるかもしれません。私たちの人間的な立場から見たときに、神様は神の主権のもとですべてを導かれているのでしょうが、私たちの方から見たときには克服して立派だと、私の人生もこれでよかったと思う人よりは、いまだに「だめだ。だめだ。どうしよう」と思っている人の方が幸いかもしれません。キリストだけがまことの幸せの鍵です。

結論です。そうならば皆さん、幸せのない人生が本当であれば、だれ一人として幸せがないことが間違いなければ、唯一の幸せの鍵であるキリストと出会いました自分は幸せ者だということを確信してください。どんな過去があったのか、今現在どんな辛い厳しい状況があろうが関係ありません。キリストが皆さんのうちにいらっしゃるから、四方八方から苦しめられても倒されることがあっても関係ありません。宝であるキリストが私とともにおられる、それこそが幸せです。皆さんはすべての運命、罪の裁き、地獄の勢力から完璧に解放され、神様が永遠に守られ導かれる、これからちっぽけな私たちを通して神の栄光を現す尊い存在になりました。二度と地獄に行くような、罪に定められて裁かれることなどはありません。私たちが傷によってそこをよく味わっていないだけの問題であって、イエスはキリストです。幸せはキリストです。だから、他の条件を全部省いて、キリストと出会った自分は幸せな者、幸福者だという確信と自負を持たないといけません。同時に、だからこそキリストと出会いました私は、幸せのない人々、世の中にまことの幸せを分け与えるための幸福伝道師であるということを覚えてください。それが皆さんの肩書です。自分は子どもであれ老人であれ、今信じたばかりの人であれ、長年信仰生活をしている人であれ関係なく、僕は、自分は幸福伝道師です。何を食べるか飲むかを心配して生きるものではありません。芸術の中に幸せはありません。学問の中に幸せはありません。見ていてください。自分は幸福伝道師なのです。一緒に1回言って見ましょうか。「幸福伝道師」。伝道者ではありません。伝道者は一般的なもので、自分の肩書だから「師」です。幸福伝道師。それなのに周りから、今幸せがない人が見たときに「あの人は何かあるのだろうか。顔がまったく暗いね」と思われないようにしましょう。幸福伝道師です。

昔、今は亡くなっていますが韓国に笑いの伝道師、スマイル伝道師という人がいました。どこかのキリスト教と言われていて、皆が影響を受けたのですが、その人は本当は心の中に笑いがなかったようです。でも、いつも自分は笑う練習をしてこうなったと言っていました。彼はモルモン教の何かの人だったようですが、突然、死んでしまいました。本当はそれは飾りの笑いであって、本物の笑はありません。そんな伝道師ではいけません。私たちは、皆さんの顔がハンサムなのかスリムなのか太っているのか関係なく、内側にまことの幸せの鍵であるキリストを持っているから、皆さんは幸福伝道師なのです。これは牧師が任命しなくても、イエス様を信じた瞬間、神様によって任命されてしまいました。感謝してください。これが大切です。

それから、これが一番大切です。そうならば、今までの自分の人生すべて、良いこと悪いこと関係なくすべて、今現在もすべて、これから未来も含めて、人生のすべてはややこしく解釈しないでください。幸福伝道師としての訓練です。幸福伝道師になるための訓練だったのです。英語で言いますとプロテスタントです。それから、幸福伝道師になるための準備だったと、自分の人生と向き合わないといけないし、見つめ直さないといけません。不幸という言葉に、皆さんは捕らわれる理由がありません。どんな問題があろうが、皆さんは幸せなものであり幸福伝道師です。ただこの幸福が形に合わせて使われるために、学者には学者という服をかぶって幸福伝道師、芸術家には芸術という服を羽織って幸福伝道師になるだけです。学生が勉強をしているのも、どこの分野でも幸せがないからです。でも、特に神様が私にここの分野に入って幸福伝道師になってその祝福を味わいなさいとおっしゃっているから、その分野の勉強をして準備をするだけです。皆さんが専門に勉強しているそれが人類を変えて人を幸せへと導くという勘違いは下してください、違います。それほど感謝なものではありません。キリストだけです。
これらを覚えて、そうならば私たちは幸福伝道師として2015年挑戦を始める必要があるでしょう。祈りから始めます。祈りから。皆さんのノートから始めます。ノートに幸せでないもの、しかし、幸せが必要であり幸せを求めている人々の名簿を作るところから始めていいかなと思います。最後に皆で合唱してお祈りしたいと思います。女性はわたし、男性は僕で「幸福伝道師」とできるだけ大きな声で言いましょう。「私は幸福伝道師」。

 (祈り)

　愛する天の父なる神様。神様の恵み、神様の計り知れない愛を感謝いたします。希望のない、幸せのない、何をどうしても幸せになることができない、滅びるしかなかった私たちをイエス・キリストを通してそこから引き上げて、まことの幸せへと導いてくださった神様を感謝いたします。その目で人々を見ることができるように目を開いてください。それでだれ一人として幸せがなくて、幸せを求めているし必要であるということに結論を出して、自分がその伝道師である確信を持って喜んで、まず自分の人生を振り返って、この幸福伝道師になるための訓練と準備だったというように整理することから始めるようにひとりひとりを祝福し、神様に今までにない感謝を心からささげることができるように祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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